






要約:LEC ラットは晩発性に常染色体劣性遺伝形式により劇症肝炎を自然発生する。発症機

構として、先天代謝異常症-とくに肝障害をともなう疾患を疑い、各臓器の銅含量を測定し

たところ銅の異常蓄積を認め、肝障害は銅蓄積によることが判明した。ウィルソン病の肝

型は劇症肝炎で発症することがあり晩発性に発症し、肝の病態や遺伝形式も類似する事か

ら、LEC ラットはウィルソン病のモデル動物であると考えた。LEC ラットの発症前後の血

液・尿等の検索により、ウィルソン病のスクリーニング方法および実施年齢を検討した。 


